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1
月
15
日
、
第
5
回
お
し

ど
り
学
園
を
開
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
、「
防
犯
に
つ
い
て
」

と
題
し
て
、
黒
坂
警
察
署
根
雨

駐
在
所
警
部
補
の
佐
蔵
直
樹
さ

ん
が
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

佐
蔵
さ
ん
は
は
じ
め
に
、

黒
坂
警
察
署
管
内
で
電
子
マ

ネ
ー
の
詐
欺
被
害
が
発
生
し

た
こ
と
を
紹
介
。
大
企
業

の
〇
〇
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
と

い
う
名
を
か
た
っ
て
「
未

納
金
が
あ
る
」
と
メ
ー
ル

が
届
き
、
電
子
マ
ネ
ー
を

購
入
し
て
、
Ｉ
Ｄ
番
号
を

教
え
る
よ
う
に
誘
導
さ
れ

た
と
い
う
も
の
で
す
。

　

身
近
で
発
生
し
て
い
る

詐
欺
被
害
の
実
話
と
現
実

に
、
学
園
生
は
驚
い
た
様

子
で
し
た
。

　

佐
蔵
さ
ん
は
、「
犯
人

に
連
絡
を
取
る
前
に
、
ひ

と
り
で
悩
ま
な
い
で
、
ぜ
ひ

身
近
な
人
に
相
談
を
し
て
く

だ
さ
い
。
警
察
、
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
、
役
場
な
ど
に
、

遠
慮
す
る
こ
と
な
く
連
絡
を

し
て
相
談
し
、
被
害
に
遭
わ

な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
」

と
、
被
害
防
止
の
対
応
を
説

明
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
佐
蔵
さ
ん
は
警
察
官

と
し
て
勤
続
40
年
。
そ
の
長

年
の
経
験
の
中
か
ら
、
阪
神
・

淡
路
大
震
災
と
、
東
日
本
大

震
災
の
被
災
地
に
派
遣
さ
れ

た
体
験
談
を
話
し
ま
し
た
。

　

甚
大
な
被
害
が
出
た
被
災

地
を
パ
ト
ロ
ー
ル
し
た
り
、
避

難
所
で
の
立
ち
寄
り
警
戒
な

ど
の
様
子
を
、
当
時
を
振
り

返
り
な
が
ら
説
明
。「
こ
れ
だ

け
の
大
規
模
な
震
災
と
な
る

と
、
警
察
や
消
防
、
自
衛
隊

に
し
て
も
、
体
制
を
組
ん
で

大
人
数
を
送
り
込
む
に
は
時

間
が
か
か
り
、
す
ぐ
に
は
対

応
で
き
な
い
。
そ
う
い
う
時

こ
そ
、
ご
近
所
や
地
域
で
の

協
力
や
、
助
け
合
い
が
必
要
。

日
ご
ろ
か
ら
人
と
つ
な
が
り
、

き
ず
な
を
持
つ
こ
と
が
大
切

で
す
」
と
、
佐
蔵
さ
ん
は
語

り
ま
し
た
。

　

学
園
生
は
、
被
災
地
の
現
場

写
真
を
見
な
が
ら
、
日
ご
ろ

か
ら
の「
お
つ
き
あ
い
」や「
地

域
の
つ
な
が
り
」
が
大
事
で

あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
た
講

演
と
な
り
ま
し
た
。

▲人とのつながり、きずなが大切だと佐蔵さん

お
し
ど
り
学
園
閉
講
式
の
お
し
ら
せ

日
　
時
　

3
月
25
日
（
木
）
午
前
9
時
30
分

場
　
所
　
町
公
民
館

内
　
容
　
講
演
　「
南
極
観
測
～
越
冬
隊
員
の
生
活
と
健
康
～
」

　
　
　
　
講
師
　
鳥
取
大
学
国
際
乾
燥
地
研
究
教
育
機
構

　
　
　
　
　
　
　
准
教
授
・
医
師
　
大
谷
眞
二
さ
ん

▼
第
5
回
お
し
ど
り
学
園

人
と
の
つ
な
が
り
で
、
被
害
防
止
を

▼
黒
坂
6
区
自
治
会
で
出
前
公
民
館

「
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
教
室
」

折
り
紙
で
玉
手
箱
を
折
ろ
う

地
域
に
広
が
る
学
習
活
動

　

1
月
18
日
、
黒
坂
6
区
集
会
所
で
、
出
前
公
民

館
「
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
教
室
」
を
開
き
ま
し
た
。

　

講
師
は
、
町
公
民
館
の
柿
本
史
子
職
員
が
担
当
。

折
り
紙
を
使
っ
て
、
美
し
い
柄
の
「
玉
手
箱
」
を

折
り
ま
し
た
。

　

最
初
は
折
り
図
を
見
な
が
ら
折
っ
て
い
ま
し
た

が
、
次
第
に
慣
れ
、
折
り
図
を
見
る
こ
と
な
く
上

手
に
折
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
箱
の
組

み
立
て
は
少
し
難
し
か
っ
た
よ
う
で
す
が
、
講
師

の
指
導
の
も
と
、
美
し
い
見
事
な
箱
が
出
来
上
が

り
、
完
成
の
笑
顔
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

◀玉手箱作りに
挑戦する参加者
の皆さん▼完成
した美しい「折
り紙の玉手箱」。
カラフルな柄が
目を引きます



15 広報ひの 2月号 -2021‐

公民館図書館のお宝紹介《第3弾》

　世界的な登山家で冒険家の
植村直己が、世界最高峰エベ
レスト登頂に挑戦し続けてき
た12 年間の様子や思いを、
詳細かつ克明に書きつづった
一書です。
　北極点への到達を皮切りに
「地球第 3の極点」と呼ばれ
るエベレスト登頂を成し遂げ、
いよいよ念願の南極点到達に
向けて、夢を広げ計画をし始
めた植村の今後の動向は…。

植村直己　著
1984 年発行
株式会社文芸春秋

廣江　研　著
昭和 61年 5月 12 日発行
立花書院

　世界的な登山家で冒険家の植村
直己は、「エベレスト登頂」「世界
初の五大陸最高峰登頂者」「北極
点犬ぞり単独行」など、さまざま
な偉業を成し遂げます。次は夢の
「南極大陸犬ぞり走破」を計画し
ますが、昭和59年、43歳の若さ
で「マッキンリー冬期単独登頂」
後に、行方不明となります。
　明治大学山岳部仲間で親友の廣
江研（米子市在住）が、追悼の意
を込めて書きつづった一書です。

～貴重本を手にとってみませんか～

展示期間：2月 8日（月）～3月下旬
公民館1階ロビーでは、「大山の森と樹木」のパネル
展を開催しています。大山に広がる「森林の種類」「森
林のはたらき」、昨年大被害のあったナラ枯れなどの
「森林の荒廃」、ブナ・ミズナラ・キャラボク・ミヤ
マハンノキなどの森林を
構成する樹木についての
説明などを、詳しくパネ
ル展示しています。

おしどり学園の一般講座の講演内容は、2月 19日「南極観測～自然
と生物の生態～」（島根大学教育学部教授　大谷修司さん）、3月 25
日「南極観測～越冬隊員の生活と健康～」（鳥取大学国際乾燥地研究
教育機構准教授・医師　大谷眞二さん）と、2回にわたって南極の生
物の生態や極地での生活の様子についてなど、南極観測隊員としての
体験をもとにお話をしていただきます。
現在、その予備学習として1階ロビーの壁面に「南極の世界」を展示
しています。ぜひご覧ください。

また、大山に生息する「ブナの仲間」「サクラ
の仲間」「カエデの仲間」、巨樹や樹木に着生、
寄生するヤドリギなどの仲間についてなど、大
山の魅力が満載のパネル展示です。
なお、この展示会は、県立大山自然歴史館との
共催で行います。

▲大山地域の森林の樹種

▲ナラ枯れによる森林の荒廃
◀大山地域の巨樹

1. 大山の森と樹木

2. 南極の世界 展示中～

公民館ロビー展示作品の紹介

『エベレストを越えて』 『我が友　植村直己』


